
　　
　
門
徒
総
会
の
お
知
ら
せ

　
６
月
22
日
（
日
）
夏
の
御
文
法
要
終
了

後
左
記
の
通
り
天
満
別
院
定
期
門
徒
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
門
徒
の
皆
さ
ん
に

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

場
所
　
別
院
同
朋
会
館
一
階
　
講
堂

時
間
　
16
時
〜
17
時
ご
ろ

　

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

　
　
　

　
　
　
毘毘び

ば
し
ゃ
ざ
ん

び
ば
し
ゃ
ざ
ん

婆
娑
山

婆
娑
山
　　
即即そ

く
ね
ん
じ

そ
く
ね
ん
じ

念
寺
念
寺

　
住
職
：
洲
﨑　
善
範

　
住
所
：
門
真
市
小
路
町
二
十
四
番
十
七
号　

沿
革
　

　
即
念
寺
は
、真
宗
の
道
場
と
し
て
、天
和
三
（
一
六
八

三
）
年
に
寺
号
と
木
仏
が
許
可
さ
れ
、
続
い
て
貞
享
二

（
一
六
八
五
）
年
に
親
鸞
聖
人
像
が
、元
禄
九
（
一
六
九

六
）
年
に
蓮
如
上
人
像
が
、
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）

年
に
聖
徳
太
子
像
・
七
高
祖
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
如
上

人
（
東
本
願
寺
第
十
六
世
）
よ
り
許
可
さ
れ
た
。

　
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
、
庫
裡
を
瓦
葺
き
に

改
め
る
こ
と
を
寺
社
奉
行
に
願
い
出
（
平
橋
久
光
家
文

書
）、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に
は
喚
鐘
が
鋳
造
さ

れ
た
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
本
堂
を
再
建
し

た
（「
門
真
町
史
」）。
そ
の
後
戦
争
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
に
も
耐
え
て
き
て
い
た

が
、
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
る
中
、
門
真
市
か
ら
道
路
拡

張
の
話
が
あ
り
、
再
建
の
機
運
が
高
ま
り
令
和
七
（
二

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

大
阪
市
北
区
東
天
満
１
―
８
―
２
６

０
６
―
６
３
５
１
―
３
５
３
５

代
表
者 

輪
番
・
奥
林 

曉

727 号
2025
6/1

　  

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

増か
さ
なれ
る
氷
、

　
な
ん
ぞ
必
ず
し
も

　
　
　
　
　
氷
な
ら
ん
。

夏
に
入
る
と
き

　
　
す
な
わ
ち
溶
け
注
ぐ

　
　   

　
　
　
―
空
海
―

４

１１日　従如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

１２日　定例法話　　　　　　　　（１３時３０分）　　　　　　　
               上場 直裕 師　　 　　（第５組圓徳寺）
　　　　闡如上人御逮夜・永代経　   
１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中　（7 時４５分）

２５日　宣如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

２６日　合唱団 「みのり」  　　　　　　  （１４時）

２７日   暁天講座　　　　　　　　　　　 （６時）

　　　　　釋 徹宗 師　　　　 （本願寺派如来寺）
　　　　宗祖聖人御逮夜             　　    （１４時）

２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中   （7 時４５分） 
　　　　　法話：輪番　
   　 　　　

６月
９〜１０ 佐世保別院団体参拝　
１２日　闡如上人御逮夜・永代経　   　   （１４時）

１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中 　（7 時４５分）

１７日　責任役員会　　　　　　　　　   （１３時）

　　　　院議会 　　　　　　　　　　     （１５時）

１８日　存如上人御祥月命日晨朝兼日中（７時４５分）

２１日　合唱団「みのり」　 　　　　　    （１４時）

２２日　夏の御文法要　　　　　     （１３時３０分）

　　　　祖父江 佳乃師　　  （名古屋教区 有隣寺）
　　　　「大事をいただく」〜親鸞聖人御一代記〜

　　　　定期門徒総会　　　　　　　　　（１６時）　
２７日　宗祖聖人御逮夜　 　　　　        （１４時）

２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中 　（７時４５分）　　　　　　　　　
　

７月

〇
二
五
）
年
四
月
六
日
に
落
慶
法
要
・
宗
祖
親
鸞
聖
人

７
５
０
回
御
遠
忌
・
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗

８
０
０
年
慶
讃
・
蓮
如
上
人
５
０
０
回
御
遠
忌
法
要
が

厳
修
さ
れ
た
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
【
江
戸
時
代

（
天
和
三
年
許
可
）。
像
高
六
十・
二
セ
ン
チ
。
木
造
。

玉
眼
。
漆
箔
。】
は
、
目
が
細
く
顎
の
尖
っ
た
面
長
な

顔
立
ち
で
あ
り
、
抑
揚
の
少
な
い
肉
ど
り
、
横
幅
の
狭

い
体
つ
き
、
直
線
的
な
衣
文
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
、
い

く
ぶ
ん
硬
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
に
端
正
な

整
い
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
尊
を
納
め
た
と
み
ら
れ
る

嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
銘
の
木
箱
が
別
に
保
管
さ
れ

て
い
る
が
、
像
の
製
作
年
代
は
、
木
箱
が
造
ら
れ
た
江

戸
時
代
後
期
と
は
考
え
に
く
く
、
作
風
か
ら
判
断
す
れ

ば
、
木
仏
が
許
可
さ
れ
た
天
和
三
年
頃
と
推
定
さ
れ
る

（「
門
真
町
史
」）。

　
現
在
は
修
正
会
、
彼
岸
会
、
永
代
経
、
盂
蘭
盆
会
、

報
恩
講
等
の
法
要
を
勤
修
さ
れ
て
お
り
定
例
法
要
も
毎

月
開
催
さ
れ
て
い
る
。
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
、
新
年
会

な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
洲
﨑
住
職
は
「
昔
は
若
い
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
行
事
の
時
間
を
変
更
し
て
い
た
が
、
若
い
方
は

子
育
て
や
介
護
な
ど
で
時
間
が
作
れ
ず
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
か
っ
た
。
現
在
は
、
今
お
参
り
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
方
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
三
年
、

年
明
け
か
ら
解
体
の
日
ま
で
毎
日
お
朝
事
を
ご
門
徒
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
勤
め
し
ま
し
た
。
有
り
難
い
御
縁

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

服部本店・本社工場

〒

大阪府豊中市服部西町１丁目８ｰ１５

０６‐６８６２‐０４０１

０１２０‐０６‐０４０１

https://www.echizenya.co.jp

千里中央店 ０６ ６８７１‐０４０１

十 三 店 ０６ ６３００‐０４０１

敦 賀 店 ０７７０ ２５‐０４０１



　 

張
し
、
王
の
利り
え
き益

を
増
大
す
る
か
と

い
っ
た
実
利
の
学
を
修
め
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実
利
を
得
る
こ

と
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
や
が
て
は
死
に

行
く
人
間
の
あ
り
方
を
厭い
と

い
、
出
家
の

道
を
選
ば
れ
ま
し
た
。
損
得
を
超
え
る

あ
り
方
を
探
求
さ
れ
た
の
で
す
。

　
お
釈
迦
様
が
立
た
れ
た
道
は
、
仏
の

道
で
し
た
。
仏
の
道
と
は
、
私
た
ち
衆

生
を
す
べ
て
救
お
う
と
い
う
道
で
す
。 

「
利
益
」
を
仏
教
で
は
「
り
や
く
」
と

読
み
ま
す
。「
ご
利り
や
く益

」
と
聞
く
と
、

俗
語
の
意
味
に
引
き
づ
ら
れ
て
、
病
気

を
治
し
、
寿
命
が
伸
び
、
金
銭
や
名
誉

な
ど
を
得
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
は
、
そ

う
し
た
人
間
の
願
望
を
超
え
た
道
が
、

仏
様
か
ら
自
然
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。「
ご
利り
や
く益
」 
と
は
、

世
間
的
な
損
得
を
超
え
て
、
仏
様
の
お

救
い
に
私
た
ち
が
あ
ず
か
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。　
　

 

　
　
　（
７
組  

了
願
寺 

安
間
　
観
志)

  

　 　
　

答
え

　「
利
益
」
と
い
う
漢
字
は
、
私
た
ち
の

日
常
語
で
は「
り
え
き
」と
読
み
ま
す
ね
。

こ
の
場
合
、
利
す
る
こ
と
・
た
め
に
な
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。「
利り
え
き益

を
あ
げ
る
」

な
ど
と
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
得
を
し
た
気

分
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
で

は
、
損
か
得
か
は
と
て
も
重
要
な
関
心
事

で
す
。

　
お
よ
そ
二
五
〇
〇
年
前
、
お
釈
迦
様
が

お
生
ま
れ
に
な
っ
た
頃
の
イ
ン
ド
で
も
、

い
か
に
実
利(

現
実
の
利り
え
き益 )

を
得
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
人
生
の
大
き
な
目
的
の

一
つ
で
し
た
。
王
族
と
し
て
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
釈
尊
も
ま
た
、 

い
か
に
領
土
を
拡

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
研
修
部
会
主
催

　
　
　
　
　
公
開
講
習
会
開
催

　     

　
去
る
５
月
９
日
（
金
）
に
天
満
別
院

教
化
委
員
会
研
修
部
会
主
催
に
よ
る
儀

式
軌
範
に
つ
い
て
の
公
開
講
習
会
が
行

わ
れ
24
名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
講
師
に
は
真
宗
大
谷
派

儀
式
指
導
研
究
所 

研
究
員
の
竹
橋 

太

師
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
師
は
、「
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
上
人

の
十
男
実
悟
が
若
い
頃
、
山
科
本
願
寺

に
は
御
堂
衆
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
お
ら

れ
、
儀
式
と
教
学
を
専
門
に
さ
れ
て
い

た
。
我
々
は
儀
式
と
教
学
を
つ
い
別
々

に
考
え
て
し
ま
う
。
儀
式
を
行
う
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？
そ
れ
は
、
技

　
ご
利
益
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

２３

報
告

Q&A

術
的
な
話
に
な
っ
て
し
ま
う
と
我
々
の

考
え
で
は
自
力
や
他
の
人
よ
り
上
手
い

な
ど
と
い
っ
た
優
劣
の
考
え
が
出
て
し

ま
う
。
我
々
が
儀
式
を
行
う
と
は
、
儀

式
作
法
と
教
学
が
信
心
の
表
現
と
し
て

表
さ
れ
て
い
る
。
自
分
自
身
の
信
心
を

表
し
て
い
く
中
で
諸
先
輩
や
先
人
た
ち

の
教
え
を
受
け
て
い
く
の
が
大
切
で

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　

　
皆
さ
ん
熱
心
に
講
義
を
聴
聞
さ
れ
、

「
儀
式
と
教
学
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
お

話
下
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

南桂寺団体参拝の様子

夏
の
御
文  

　法
要

ゲ
ノ
オ
フ
ミ

 

祖父江佳乃師（有隣寺）

「大事をいただく」
節談説法

日時 6月2２日（日）
午後1時30分

～3時30分

　浄土真宗のお寺には、戦前、「高座」と呼ばれる、
そこに座ると御堂の聴衆全てを見渡せる説教台が
ありました。説教使はそこに座り、鍛えられた声に選
りすぐりの言葉をのせ、扇一本の素話で、阿弥陀様
の本願を説きました。阿弥陀様のお使いの役目を
担っているから「師」と言う漢字は用いずに「使」と
描きます。説教は節（言葉の長さ、速さ、間）を持っ
て語られ、聴衆の感覚、感情に訴える詩的で劇的な
ものでした。ここから落語、講談、浪曲など話芸と呼
ばれるものが生まれました。「話がウケる」という表
現は、お聴聞して、いつの間にか口から念仏がこぼ
れ落ちる「受け念仏」から来ています。説教は阿弥
陀様のお取り次ぎです。話芸の源流ではあります
が、芸能ではありません。ですから、拍手ではなく、
念仏をいただきます。私の祖父、祖父江省念を永六
輔さんや小沢昭一さんは「最高にして最後の説教
使」と呼んでくれました。ですが私の役目は祖父を
最後の説教使にしないことです。いただいたお役目
を精一杯。
うれしく たのしく　おごそかに

ご講師からのメッセージ

～親鸞聖人御一代記～

説教使

竹橋　太 師

講義を受けられる様子


